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雌阿寒岳、十勝岳、樽前山では、引き続き火山活動はやや活発な状態となっています。 

 
◇アトサヌプリ［静穏な状況］ 

 20日に実施した調査観測では、アトサヌプリ

（硫黄山）溶岩ドームの周辺で噴気・地熱活動

が継続しています。火山活動は静穏な状態です。 

 

●雌阿寒岳［やや活発な状況］ 
ポンマチネシリ山頂の赤沼 06 火口群や北西

斜面 06 噴気孔列ではやや活発な噴煙活動が続

いており、火山活動は引き続きやや活発な状態

です。火口近傍では注意が必要です。 
 
●十勝岳［やや活発な状況］ 

62-2 火口は高温の状態が続いていると推定

されます。火山活動は引き続きやや活発な状態

です。火口近傍では注意が必要です。 
 
●樽前山［やや活発な状況］ 

Ａ火口やＢ噴気孔群は高温の状態が続いてお

り、火山活動は引き続きやや活発な状態です。

火口近傍では注意が必要です。 
 
◇恵庭岳［静穏な状況］ 

25 日に実施した上空からの観測*では、噴気

の状況に変化はありませんでした。火山活動は

静穏な状態です。 
 
◇倶多楽［静穏な状況］ 

25日に実施した上空からの観測*では、噴気

の状況や火口の状況に変化はありませんでし

た。火山活動は静穏な状態です。 
 
◇有珠山［静穏な状況］ 
火山活動は静穏な状態です。 

 

◇羊蹄山［静穏な状況］ 
25 日に実施した上空からの観測*では、噴気

は認められず、火口の状況に変化はありません

でした。火山活動は静穏な状態です。 
 
◇ニセコ［静穏な状況］ 

25 日に実施した上空からの観測*では、噴気

の状況や火口の状況に変化はありませんでし

た。火山活動は静穏な状態です。 

 
◇北海道駒ヶ岳［静穏な状況］ 

わずかな山体膨張や、2003年9月以降見られ

ている昭和４年火口からの弱い噴気は引き続き

観測されています。火山活動は静穏に経過して

います。 
 
◇恵山［静穏な状況］ 
火山活動は静穏な状態です。 

 
＊：北海道開発局の協力による 


